職種：製造　　職務：二次加工

【概要】

二次加工の仕事は、製造現場における最終段階で、成形品の外観を整えるとともに様々な機能を持たせるものであり、成形品の付加価値を向上させる仕事。

【仕事の内容】

二次加工の仕事は、主に製造業等の現場で行われ、その基本的な職務は、印刷等の二次加工、組立て、包装の３種類である。

（1） 二次加工には、塗装・印刷・ホットスタンピンク、シール貼り等と接着・溶着・ビス止め・嵌合・かしめ・めっき・蒸着等の加工方法がある。

（2） 組立ては、成形品の組立てを行う作業である。

（3） 包装は、成形品の荷造り・梱包を行う作業である。

【求められる経験・能力】

（1） 組み立て・包装作業

1 本作業に関しては、特定の能力はそれほど必要とされない。手作業、機械作業の差はあれ、パートもしくは正社員の中でも経験の浅い層が担える仕事である。

2 工程・作業手順をきちんと踏まえて行うものであることから、上司の指示や作業手順に従うことや、多様な機器の取り扱いについて理解し、操作できることが求められる。

（2） 二次加工

1 印刷等の各種二次加工に関する様々な知識を有し、作業手順に従って加工機機の取り扱い操作ができることが求められる。

2 工程の多様性を考慮して、適切な機械の選択を行うなど柔軟かつ効率的に工程を組むことが求められる。二次加工に関する経験を積んでいることが必要である。

【関連する資格・検定等】

　・技能検定

　　プラスチック成形（２級）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

６９３　プラスチック製品成形・加工工

